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日本人多発性硬化症の環境リスク因子調査成績 
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研究要旨 

多発性硬化症(multiple sclerosis; MS)の有病率は、日本を含め世界的に増加傾

向である。何らかの環境因子の影響が考えられるが、要因は定かでなく、特に日本

における環境因子についての研究は少ない。今回、私たちは、日本人 MS の環境因子

を探索するため、MS 群 103 名・健常対照群 124 名を対象として生活習慣および食生

活に関するアンケート調査を行った。その結果、MS群の喫煙経験率および16歳以上

での受動喫煙は対照群と比較し有意に高く、MS 群では初潮が有意に低年齢だった。

さらに、小児期の日光曝露時間が長いほど、発症のリスクは低下した。食生活では

コメの摂取量が MS 群で少ないことが示唆された。日本人 MS において、欧米での報

告同様に喫煙や低年齢での初潮、幼少期の日光曝露歴の減少が発症に寄与する可能

性が明らかになった。また主食であるコメの摂取量の低下も日本人 MS の発症率増加

に関与していると考えられた。 

 

研究目的 
MS の有病率は、日本を含め世界的に

増加しており 1,2)、原因として何らかの
環境因子の変化が推定される。欧米白
人では、MS 発症の環境因子として緯度、
日光曝露時間、喫煙などの因子が知ら
れる 3)。一方、日本人 MSの環境リスク
因子はほとんど明らかになっていない。
そこで本研究の目的を、日本人MSの発
症及び重症度に関連する環境因子を明
らかにし、それらの変化がMSの有病率
の上昇に寄与しているかを検討するこ
ととした。 
 
研究方法 
当施設に通院中のMS患者103名、お

よび健常対照群 124 名を対象に、生活
習慣に関する選択回答方式のアンケー
トを実施した。同時にマークシート方
式による食物摂取頻度調査を行い、1
日当たりに摂取する食品、および成分 
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量を推定し、結果をMS群と対照群で比
較した。MS 群については重症度との関
連についても解析した。 
（倫理面への配慮） 
九州大学の倫理委員会の承認を受け

て研究を行った。 

 
研究結果 
生活習慣に関しては、MS 群の喫煙経

験率は対照群と比較し有意に高く
(50.5 対 22.8 %、p < 0.0001)、喫煙
経験がある患者群の方が Expanded 
Disability Status Scale (EDSS)スコ
ア、MS Severity Score (MSSS)ともに
高かった (EDSS: 3.45 対 2.24、p = 
0.008 、 MSSS: 4.20 対 2.48 、 p = 
0.003)。16 歳以上での受動喫煙も MS
群で有意に高かった (Odds ratio; OR 
= 1.31、95% CI 1.05 – 1.63)。また、
MS 群では初潮が有意に低年齢だった
(平均 12.4 対 12.9 歳、p = 0.03)。小
児期の日光曝露時間が長いほど、MS 発
症のリスクは低下した(6 - 10 歳にお
ける夏季の日光曝露時間： OR = 0.65、
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95% CI 0.47 – 0.90、冬季の日光曝露
時間：OR = 0.71、95% CI 0.53 – 0.95、
11 - 15 歳における夏季の日光曝露時
間：OR = 0.71、95% CI 0.52 – 0.96、
冬季の日光曝露時間：OR = 0.72、95% 
CI 0.54 – 0.97)。 
食生活に関して、判別分析では緑黄

色野菜および米の摂取量がMS群と対照
群の弁別に及ぼす影響が高い因子であ
った。食品群毎の摂取量の比較では、
MS 群で穀類の摂取頻度が有意に低く
(平均 342.8 対 364.8 g/日、p = 0.02)、
穀類を構成する食品群中では、米の摂
取量が MS 群で有意に少なかった(平均 
235.2 対 280.6 g/日、p = 0.006)。な
お、ヨーロッパ系人種で関連が報告さ
れている青年期の Body Mass Index 
(BMI)や、魚、n-3 脂肪酸、ビタミン D、
塩分、アルコール摂取については有意
差を認めなかった。 
 
考察 
日本人若年成人女性では2000年代を

ピークに喫煙率の上昇を認めているこ
とから 4)、喫煙は日本人 MSの有病率の
上昇に寄与している要因と考えられる。
また女性の初潮年齢は近年若年化して
おり 5)、性ホルモンへの曝露期間の延
長がMSの増加に寄与している可能性が
ある。また、私たちは日本人MSで冬季
のビタミン D 値が有意に低いことを報
告しているが 6)、日光曝露時間の減少
は皮膚で産生されるビタミン D の低下
を介してMSの増加に寄与している可能
性がある。欧米人で報告されている魚、
n-3脂肪酸、ビタミンD、塩分、アルコ
ール摂取量は明らかな関連を認めなか
ったが、日本人特有なMSの防御因子と
して米の摂取が見出された。日本人 MS
の増加要因として、主食である米の摂
取量の低下が腸内細菌叢の変化や米ア
ミロースの抗炎症作用などを介して MS
の発症に影響を及ぼしている可能性が
あり、今後はその機序の解析を進める

予定である。 
 
結論 
喫煙歴、受動喫煙歴、低年齢での初

潮、および小児期の日光曝露機会の低
下は、欧米人と同様に日本人でもMSの
リスクだった。日本人特有の防御因子
として米の摂取が見出された。 
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